
 

 

＜「すべての人たちから誤った偏見を取り除くこと」・・・志成館の存在理由とその責務 ＞ 

今回は 2019年の年頭の正月特別版として「志成館の使命」について述べてみます。 

少し大げさであると感じる人が多いと思いますが、学校ではない「民間」の教育機関としての学習塾である志成

館は、その使命として「真実を知ることによって人々の偏見をなくすこと」を掲げています。このことは

同時に志成館の館長である森にとっての「天命」であるという自覚に基づいています。 

 世界中のすべての人は平和を願い、豊かさを願い、地球環境がこれ以上汚染されることがなく、格差や差別の

ない世界を願っています。そのはずです。しかしそうならないのは、多くの人たちが真実を学ばないで、「偏見＝

一方的な自分に都合が良いような考え」にこだわりすぎているからです。人種による偏見、民族や国家による偏

見、宗教による偏見、歴史的への偏見や経済的な偏見により、人々はお互いを大きく誤解しています。世界中を

旅すればわかることですが、個々の人々はみんな優しく思いやりがあり、みんな人類が共存できる社会や環境の

維持、核兵器による戦争や生物化学兵器による戦争のない平和な世界そして格差がないみんなが豊かになる世界

を望んでいることがよくわかります。皆さんもしっかりと「歴史の真実」を学び、偉大な芸術家や文学者や哲学

者や科学者の平和と豊かさへの渇望、そしてごく普通の庶民のささやかな「幸せ」を学んでください。そうすれ

ば、多くの世界中の人たちが「他者への愛に満ちていること」がわかるはずです。 

 志成館では、あなたたち＝次の世代の主役たちが誤った偏見を抱かないように、同時に現在偏見を抱いている

大人たちが偏見をなくすように、そして世界中の人々が平和で豊かな人生を送れるように、ホームページやＡＳ

ＳＥＴＳや幸せになるための思考方法を通じて、みんなが「真実を知ることで幸せになれるように」少しでも貢

献できる塾になればと願ってこれまで３０年以上頑張ってきました。 

２０１８年の正月に当たって、この志成館の「責務」を一人でも理解していただければ望外の（ぼうがいの＝

これ以上のない）喜びと感じて、今回の「幸せになるための思考方法」を記述させていただきました。 
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＜「ＡＫＢやＨＫＴや欅坂４６等にあこがれないように」 ＞ 

年末のＮＨＫの紅白歌合戦や２０１９年の正月も数多くのガールズグループやボーイズグループが活躍して

います。館長の年齢からみてもとても可愛いし格好いいと思います。 

しかし子供たちを立派な大人帯に育てることが責務である、教育機関の責任者として、あえて厳しい言葉を投

げかけます。それは「決して彼女たちや彼らにあこがれないように」というものです。 

「なんとまあ、流行や時代がわからない、頑固で、形式じみた言葉である」という批判は間違ってはいません。

しかし「亀の甲より年の功」の館長たちは、彼／彼女たちが将来どのような人生を送るかが見えているのです。  

館長たちは、彼／彼女たちが「若さ」を売り物にしてお金を稼いだり、かわいさで人気を得たりしようとする、

コツコツと緻密で確実な努力をしない、「今」しか見えない、短絡的な思考しか持っていない子供たちであること

が見抜ける年齢なのです。同時にこのような人たちがその後どんな人生を送っているかをも知っている年齢なの

です。確かにごく一部の人たちはその後も活躍しています。数万分の一の幸運な人たちだけなのです。 

考えてもみてください、「青春時代」は人生のほんの一瞬であるということを。ある歌詞によると「女の子がウ

インクするほどの短い時間」なのです。あなた達は青春時代以降の今こそ、これから先の長い「真の人生」を考

えそして学ぶ必要があるのです。人生８０年と言われる今の時代に充実した時を過ごせるように、「今こそ人生

を通じての貯金」をしておく必要があるのです。学校での教科だけではなく日本の文化や伝統、世界の人々の生

活を理解し、科学や自然の摂理を理解し、平和や環境保全について考え学ぶ時なのです。これらの知識は人生を

通じての貯金となり、今後のあなた達の人生に数十倍いや数万倍になって利子＝幸せをもたらしてくれるのです。 

少し言い過ぎですが、テレビで踊り飛び跳ねる可愛いい人たちは、芸能プロダクションの「駒（こま＝部品）」

としてもてあそばされ、かわいさを搾（しぼ）り取られているに過ぎないのです。だって儲かっているのは彼／

彼女ではなく芸能プロダクションの経営者たちなのですから。もっと自分の人生を大切にするのです 

それ以上に伝えたいことは、塾や学校には、タレントたちよりもはる 

かに可愛い友達がたくさんいるということです。見えていますか？ 
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＜「信仰心と宗教」  ＞ 

人びとはいろいろな宗教や信仰心を持っています。そのようななかで大切なことは「神を信じるのではなく、

神と呼ばれている人たちの言動に、自分が少しでも近づくような言動をすることである」と言えるでしょう。 

その場合の神は、お釈迦様でもイエス・キリスト様でもムハンマド様でも親鸞さまでも日蓮さまでもゾロアス

ター様でもかまいません。と言うのも、宗教について学べば学ぶほど理解できるように、お釈迦さまもイエス・

キリスト様もムハンマド様も結局はみんな同じようなことを唱えている、「人間」であることに変わりがないか

らです。神にしたのはのちの時代の人たちなのであって、本人たちは自分が神であると考え行動したことはない

はずだからです。彼らはみんながその時代の「革命家」であり、「人間」だったのです。みんなが、普通の胃と達

よりもより強く「愛」を唱えていた九九名かだったのです。 
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＜ ２０１９年「９１回アカデミー賞」から ＞ 

２０１９年２月のアカデミー賞の表彰式がありました 

アメリカは「＃Me Too」運動やドナルド・トランプ大統領の数多くの人権侵害的な政策や発言のため、アカデミ

ー賞でもその影響がとても大きく、政治的な映画作品、それもこれまでのアメリカ合衆国を賛美する映画という

よりも、アメリカ社会の暗部（あんぶ＝欠点や悪い所）を告発する映画がたくさん制作され、それらがいくつか

のアカデミー賞の各分野での受賞を果たしました。この次の NO.８５には音楽の祭典、「グラミー賞」の表彰式を

取り上げますが、どちらとも、似たような作品が受賞していると言えるでしょう。 

２０１９年の９１回アカデミー賞の中の「作品賞」(アカデミー賞にはたくさんお部門があります) 

「グリーンブック」 １９６０年代の「公民権運動（＝リンカーンの奴隷解放宣言があったアメリカ

は、１００年たっても黒人差別が消えていないから、キング牧師を中心に、黒人の差別をなくそうとする運動）

時代」に、黒人差別が激しいアメリカ南部を舞台にした、白人と黒人の二人が、演奏の旅行を通じて、アメリカ

合衆国を見つめなおす作品。現在にこのような映画ができるということは、今も黒人（＝アフリカ系アメリカ人

と呼ばなければなりませんが、ここではわかりやすくしています）差別が止まないことの裏返しになります。 

「ボヘミアンラプソディー」 いうまでもなく、１９８０年頃のイギリスのロックバンドであるク

イーンの曲をもとにした映画です。クイーンのオメインボーカリストで、３０年前にエイズで亡くなった、フレ

ディー・マーキュリーの生い立ちや苦しみをテーマに、同じような生い立ちのラミ・マレックが主演男優賞を獲

得。「他者と違う自分」の苦しみがテーマです。彼らの「We will rock you」と「We are the chaｍpions」はみ

んな知っているはずですし、「ボヘミアンラプソディー」は事業で時間が開いている時に聞かせます。 

このような映画や音楽に小学生の時から親しんでください。日本のような狭い閉鎖社会で芸術を鑑賞しても、

そんなものは世界では通用しません!! 
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＜ ２０１９年「第６１回 グラミー賞から」 ＞ 

２０１９年２月の、世界最大の音楽の祭典「第６１回クラミー賞」の表彰式がありました。 

最優秀レコード賞に選ばれたのは、チャイルディシュ・ガンビーノの「This is America」です。この映画はアメ

リカの銃社会の狂気と、いつまでも終わることがないアフロアメリカン差別を告発する曲です。この問題は世界

の将来に影を落とす重大な問題であると考えていますので、２月も授業中に、志成館の全生徒に、とっても怖い

この映像を見せました。この映像はヒロ・ムライさんでＪ－ＰＯＰの神様の村井邦彦さんの子供さん作です。 

「This is America」=「これがアメリカの現実の姿である」という曲名のラップ・ミュージックです。ラ

ップ・ミュージックとは、貧しくて楽器が買えないアフロアメリカン達が、ＬＰレコードを逆回しなどして遊び

ながら、自分のメッセージを、おしゃべりとして、リズムに乗せた曲を指します。この時に踊りながらおしゃべ

りをするときには、特にヒップ・ホップと呼びますので、ラップとヒップ・ホップは同じと考えてよいでしょう。

メロディーがはっきりとしているわけでもなく、リズムだけの時もあるので、これまではグラミー賞ではあまり

評価されませんでした。しかし作品の投票方法が変わったので、ラップが初めて受賞しました。 

「Shallow」最近の世界のミュージック界の女王である、レディ・ガガが映画「アリ：スター誕生」という映

画のメインテーマとして作った曲が最優秀ポップ・パフォーマンス賞に選ばれました。志成館の休み時間などで

聞かせていますが、おそらく歴史に残る名曲となるでしょうから、この曲が歌えるようになってください。楽譜

は志成館で準備します。ちなみにこの曲の映像を見せたのは「ギターに興味を持ってほしいから」でもあります。 

アカデミー賞のところでも書きましたように、世界の音楽に早くから親しんでください。尚、全６１回のグラミ

ー賞と全９１回までのアカデミー賞の作品は、志成館のホームページに館長が載せていますので、参考にして、

クラッシックや民謡を含めて、自分の好きな音楽を見つけましょう。 

楽器や音楽に興味がない人も、絵や手芸や料理や囲碁や将棋などの「スポーツ以外の趣味」を一つだけでも探し

ませんか？雨の日や体が動かなった老後の？ために(笑)。 
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＜ 森館長が「人権感覚」を意識してきた年頃  ＞ 

連休の間の 5月 3日は「憲法記念日」でした。世界で最も素晴らしい憲法を持っているにもかかわらず、日本

人は自分の国の憲法を本気で学ぼうとはしません。とても情けないというか恥ずべきことだと考えています。日

本国憲法のどこが素晴らしいかといいますと、自由権や平等権や社会権そして平和生存権など、すべての国民に

対する「基本的人権の保障」がしっかりとなされているからです。その関係で今回は、館長が「人権感覚」を身

に付けた出来事をありのままに記（しる）します。 

小学生５年の時に館長は「人権感覚」というものがわかるようになりました。それは、野球が大好きな館長が、

小学５年生の時に、父に連れられて平和台球場に（古くは福岡市の野球場は福岡の「舞鶴城の跡」にあり、福岡

のチームは西鉄ライオンズ＝今の西武ライオンズであったのです）応援に行った時の事でした。試合相手の「東

映フライヤーズ＝現在の日本ハムファイターズ」のスーパースターである、張本勲外野手へのひどいヤジを経験

したからです。張本さんは在日朝鮮人であり、広島での被爆者でもあります（当時は公表されていませんでした

が）。博多の人間の球場での彼に対する差別的な発言に驚き、あきれ果てた時からです。そのまま書きますが、た

とえば「こらーちょうせん、三振せんかー!!」などというひどいものでした。当時からそして今でも張本選手は

素晴らしい選手と尊敬し、かっこいいと思っていましたので、大人たちの醜いヤジに強い反感を感じたものでし

た。まだ終戦からあまり経っていないために、外国人差別を平気でする軍国主義的な発想の人が多いからだった

のでしょうか。今でも館長が外国人差別を含めた「いわれのない差別」をする人に対して厳しい言葉で批判する

のは、この時の経験がもとになっています。加えて、日本人は朝鮮半島から稲作と共に渡ってきた、中国や韓国

が自分たちの故郷の人間たちであるという正しい「知識」も身に付けています。小学生は案外と物事の本質を素

直になおかつ正しく見る目を持っているのではないかというＡＳＳＥＴＳを通しての報告です。ちなみに張本さ

んは今も毎週テレビに出ておられ、「喝」という言葉で人気がある人です。彼をスポーツ界のお目付け役にするテ

レビ番組は素敵だなと感じて、今でも毎週彼を応援しています。 
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＜「キモい」などという差別言葉を人に対して使うのはやめましょう ＞ 

館長は子供の時から、自分以外の人のことを「キモい＝気持ちが悪い」などと言ったことは一度もありません。

館長が子供の時から立派な人間であったというわけではなく、自分の周囲には年寄りから子供まで色々な人たち

がいるのが目で見えていたからです。終戦直後なので足がない人や手がない人も普通にいましたし、弁当さえ持

ってくることが出来ない貧しい人たちもごく普通にたくさんいました。福岡市の和白の先の西戸崎には米軍の

「雁ノ巣飛行場」があり、白人系人種も黒人系人種も普通に目にすることが多くありました。（ついでの話になり

ますが、１９６０年当時のアメリカの車はとても格好が良かったので、今でも館長はその当時のアメリカ車を代

表するスタイルの車に乗っているのです(笑)。それにしても今のアメリカ車はどれもこれも恰好が悪すぎです。） 

他者を見て「キモい」などと言う今の時代の人たちは、テレビや雑誌やネットで元気で派手で格好良い人たち

や、芸能人やスポーツマンばかり見ているので、本当の人間の姿が見えていないのかもしれませんね。または、

ひどい表現になりますが、他者の短所や自分との違いは見えても、「自分そのものの人としての醜さが見えない、

恥知らずで傲慢（ごうまん＝どんなことでも自分が正しいと思う行動）な子供たちが多くなってきている」のか

もしれません。 

福岡市という大きな都会に住む私たちの周りには、中国系、東南アジア系、アフリカ系、インド系、西アジア

系、北欧系、アメリカ系など多種多様な人種や民族の人たちが仕事をし、生活をしておられますので、およそ人

を見て「キモい」などと言う感覚では生きていけないこともわかるかと思います。人間は一生かけて、他者のこ

とを悪く言わない（＝決して悪口を言わない人間）に成長しなければなりません。これは大変なことです。とり

あえずの目標として、あなた達は他者の事を「キモい」などと言う、ひどい差別言葉を使わないように努力して

ください。 
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＜「トランセンデント＝世界市民」 ＞ 

トランセンデントという言葉があります。ノルウェー人のヨハン・ガルトゥングさんが考え出した言葉です。 

国や民族そして人種を越えて、世界中を同じ「人間」が住む社会だととらえて、すべての人類がお互いに助け合

い、協力し合って平和で住みやすい世界をつくろうという考えに根差した言葉です。ガルトゥングさんは現在ま

での世界中の紛争を解決するために人生をかけた、素晴らしい人物です。いろいろな解決困難な国際紛争を解決

してきただけではなく、「平和論」などの多くの素晴らしい著作も作られています。世界中を飛び回って、世界中

の人たちに接して、世界中の人たちが同じように平和と豊かさを求めている事、世界中の人たちは皆思いやりが

あり優しい人間であることを体感したうえで、世界中の多くの人たちに、自国中心主義＝民族主義＝ファシスト

的な人間にならないで、世界市民的な思想を身に付けてほしいということを願ってつけられた名前です。 

 チャールズ・チャップリンという偉大な喜劇役者がいます。彼は役者の子供として生まれ、世界中を旅するこ

とによって、世界中の人々がどのようなことで笑ってくれるのかを体感したうえで、世界中の人々は同じような

「人間」であることを理解し、世界中の人々の幸せを願って、一生喜劇役者としての人生を送り続けた偉大な人

物です。彼によると「愛国心がもてはやされる」と次に起こるのは「戦争である」というものです。実際に彼が

生きてきた社会は戦争の時代であり、彼はいろいろな危機に瀕しても、人々の幸せを求め続けた偉大な人物です。

日本が大好きで、彼を支えた片腕は高野虎市という日本人でした。日本に来た時には、犬養毅と一緒に殺される

ところでしたが、幸いにも難を逃れました。このころから、機械文明への疑問をいだき、名作「モダンタイムス」

という映画をつくり、そののちヒトラーの登場に危機を感じて「独裁者」や「殺人狂時代」などの名作を創り上

げました。彼の映画はどの映画も素晴らしいものであり、人間の愚かさを厳しい目で批判した喜劇映画です。全

部を見てほしいと思っています。今回「幸せになるための思考方法」に上げたのは、ヨハン・ガルトゥングの奥

さんが日本人であること、チャールズ・チャップリンも日本人の秘書がいたから大成できたこと、という日本人

の潜在的な素晴らしさを伝ええたかったからなのです。 
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＜「先生の責務」・・・それは「人間の他者への思いやりを子供達に受け継がせることである」＞ 

  

先生の仕事は、まだ知識が十分でない子供たちにいろいろな知識を与えることです。多種多様な

知識を与え、そのことによって教え子達が自分の力で強く生き抜き、それぞれの幸せを実現出来る

ように手助けをすることです。多くの人たちがこのように考えておられると思います。 

しかしこのような理解ではまだ十分とは言えません。先生の仕事はもっと重大で、知識を与える

だけではなく、「人間として受けてきた多種多様な愛（＝他者への思いやり）を次の時代の主役達

に受け継がせることもその責務である」というのが志成館の館長の考えです。「父母や家族の子供

たちへの身近な愛」「地域社会の人たちの子供への細かい気配り」「町ですれ違った見知らぬ人の優

しさ」「社会の仕組みの中や憲法の条文に組み込まれている制度としての愛」「文豪や知識人や芸術

家達が与えてくれる感動という贈り物」「格差解消や地球環境を守り世界中の人々の幸せに奔走（ほ

んそう）する活動家の人類愛」など、人類がこれまで存続してきた過程で知りそして経験してきた

「愛」を子供たちにわかりやすく教え受け継がせることこそが「先生」という仕事の核心部分であ

ると考えているのです。ただ単に点数さえ良くできれば十分であるとか髙難易度の高校や大学更に

は人気の企業への就職試験に合格させることが出来れば先生の仕事として十分であると小さく考

えないで、「人類愛」を伝えるとても誇りある行為が先生という仕事の核心部分であると先生や保

護者を含めた多くの人たちが考えるようになれば、今の時代のように無機質で殺伐（さつばつ）と

した社会を乗り越えることが出来て、暖かい人間味溢れる自由でのびのびとした社会に変えること

が出来るのではないのでしょうか。 
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＜ ボリビア建国の英雄「シモン・ボリバル」の名言から ＞ 

・・・てめえら、お金しか持っていないのか‼・・・ 
 

南アメリカ大陸の「ボリビア（首都はラパス…シモン・ボリバルからつけられた国名です）」を建国し、南アメ

リカ諸国の民主主義化に尽力し、最後はアメリカ合衆国よって抹殺された英雄、シモン・ボリバルの名言です。 

今回の「幸せになるための思考方法」にシモン・ボリバルの名前を出した理由は、現在、アメリカ合衆国のド

ナルド・トランプ大統領が南アメリカ大陸の「ベネズエラ（首都はカラカス）」の国政に介入して、自由という名

目で、ボリビアの民主化をつぶし、アメリカの属国としての支配を維持しようとする問題に憂慮（ゆうりょ＝と

ても心配）しているからです。ベネズエラの民主化にも貢献した英雄で、今でもとても尊敬されている人物で、

マドゥロ現ベネズエラ大統領や（故）チャベス前大統領の模範となっている人物の名言の紹介です。 

「大金持ちであることを人々に見せつけ、貧しい人々を軽蔑のまなざしで見つめ、豪邸や高級車を見せびらか

すような人たちに対して、怒りを表現する、とても素晴らしい言葉」だと言えるでしょう。それは 

「てめえら、お金しか持っていないのか‼」という言葉です。 
あなた達で「お金があれば何でもできるし、人生で一番大切なものだから、この言葉はおかしいのではないの？」

と思っている人たちがいたら、その人はまだ勉強する理由や、人生がわかっていない幼稚な知識しか備えていな

い人たちと言えるでしょう。今のように多くの人や社会全体が「お金がいちばん大切である」と考えているなら、

実際そのような風潮があるのですが、社会全体がおかしくなっていると判断する必要があるでしょう。 

つまり彼の言う「お金しか持っていないのか」という言葉の中には、「人としての誇りや、品性や、思い

やりの気持ちなどを持ち合わせていない、恥ずべき人間である」という意味が、言葉の裏側にあるので
す。「お金は生きていく手段であって、人間にはもっと大切な、生きていく目的や理由があることさえも気が付か

ない、愚かな人間にならないように」というのがボリバルから 

あなた達への「愛に満ちた贈り物」なのです。 

 ＮＯ. ９０ 
幸せになるための思考方法 
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